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(57)【要約】
【課題】基本計測によって取得したデータに対して、簡
易な処理で、所定の医用通信規格に則って識別子を付加
することができる超音波診断装置及び画像処理装置を提
供すること。
【解決手段】超音波診断装置を次のように構成する。被
検体内部の情報を示す超音波画像を収集する信号処理部
17と、前記超音波画像を表示するモニタ40と、前記モニ
タ40に表示された超音波画像において基本計測を実施す
る計測処理部13と、前記基本計測の計測結果に対して、
その臨床的意味に基づいて、所定の医用通信規格に則っ
て識別子を付加するCPU11と、を前記超音波診断装置に
具備させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内部の情報を示す超音波画像を収集する画像収集部と、
　前記超音波画像を表示する表示部と、
　前記表示部に表示された超音波画像において基本計測を実施する基本計測部と、
　前記基本計測の計測結果に対して、その臨床的意味に基づいて、所定の医用通信規格に
則って識別子を付加する為の識別子付加処理部と、
　を具備することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記識別子付加処理部は、
　　前記計測結果に対して計測部位をユーザが設定可能なように、前記計測部位の候補を
ユーザに提示する計測部位設定部と、
　　前記計測結果に対して計測項目をユーザが設定可能なように、前記計測項目の候補を
ユーザに提示する計測部位設定部と、
　　前記ユーザによって設定された計測部位及び計測項目に基づいて、前記計測結果に対
して、所定の医用通信規格に則って識別子を付加する処理部と、
　を有することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記超音波画像の収集の際に当該検査に係る初期設定を行う為の検査初期設定部を含み
、
　前記計測部位設定部は、前記基本計測に係る超音波画像の収集の際の前記初期設定に対
応する計測部位のみを前記候補として前記ユーザに提示する
　ことを特徴とする請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記計測項目設定部は、前記計測部位設定部によって設定された計測部位に対応する計
測項目のみを前記候補として前記ユーザに提示する
　ことを特徴とする請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記計測項目設定部は、
　　前記超音波画像に示されている計測部位を、パターンマッチングによって推測する計
測部位推測部と、
　　前記計測部位推測部による推測結果に基づいて、前記計測項目を推測する計測項目推
測部と、
　　前記推測された計測部位及び計測項目に応じて、前記基本計測の計測結果に対して、
所定の医用通信規格に則って識別子を付加する処理部と、
　を具備することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記所定の医用通信規格は、ＤＩＣＯＭ－ＳＲ規格である
　ことを特徴とする請求項１乃至請求項５のうち何れか一つに記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　被検体内部の情報を示す超音波画像において基本計測を実施する基本計測部と、
　前記基本計測の計測結果に対して、その臨床的意味に基づいて、所定の医用通信規格に
則って識別子を付加する為の識別子付加処理部と、
　を具備することを特徴とする画像処理装置。
【請求項８】
　前記識別子付加処理部は、
　　前記計測結果に対して計測部位をユーザが設定可能なように、前記計測部位の候補を
ユーザに提示する計測部位設定部と、
　　前記計測結果に対して計測項目をユーザが設定可能なように、前記計測項目の候補を
ユーザに提示する計測部位設定部と、
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　　前記ユーザによって設定された計測部位及び計測項目に応じて、前記基本計測の計測
結果に対して、所定の医用通信規格に則って識別子を付加する処理部と、
　を有することを特徴とする請求項６に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記計測項目設定部は、前記計測部位設定部によって設定された計測部位に対応する計
測項目のみを前記ユーザに提示する
　ことを特徴とする請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記計測項目設定部は、
　　前記超音波画像に示されている計測部位を、パターンマッチングによって推測する計
測部位推測部と、
　　前記計測部位推測部による推測結果に基づいて、前記計測項目を推測する計測項目推
測部と、
　　前記推測された計測部位及び計測項目に応じて、前記基本計測の計測結果に対して、
所定の医用通信規格に則って識別子を付加する処理部と、
　を具備することを特徴とする請求項７に記載の画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、被検体に対する超音波の送受信により取得したデータに基づいて
生成された超音波画像を処理する超音波診断装置及び画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置によって実行される計測は、基本計測と応用計測とに大きく分類するこ
とができる。基本計測は、当該超音波診断装置上において予め臨床的な意味を与えること
なく、単に距離、面積、時間、速度、及び加速度等を測定する計測である。一方、応用計
測は、計測実行時点で超音波診断装置上において臨床的な意味を付与（明示）した上で実
行する計測である。
【０００３】
　すなわち、応用計測は、ユーザが計測実行時に、計測部位・計測項目等（例えば左心室
後壁厚（ＬＶＰＷＴ:Ｌｅｆｔ　Ｖｅｎｔｒｉｃｌｅ　Ｐｏｓｔｅｒｉｏｒ　Ｗａｌｌ　
Ｔｈｉｃｋｎｅｓｓ）等）を予め決定し、超音波診断装置の操作入力部における所定の操
作ボタン（本例の場合には、[ＬＶＰＷＴ]ボタン）を操作して計測を実行する。本例の場
合には、計測結果（計測値）に“左心室後壁厚”という臨床的な意味付けがされる（識別
子が付加される）。この識別子は、他のメーカの装置によっても判別可能に記録すること
ができる。
【０００４】
　より詳細には、応用計測によって取得されたデータは、通常、所定のフォーマットで記
録される。この所定のフォーマットとしては、例えば、“ＤＩＣＯＭ－ＳＲ規格”（ＤＩ
ＣＯＭ＝Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｉｍａｇｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｉ
ｎ　Ｍｅｄｉｃｉｎｅ、ＳＲ＝Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｄ　Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ（構造化報告
書））を挙げることができる。
【０００５】
　そして、ＤＩＣＯＭ－ＳＲ規格のような所定のフォーマットで出力されたデータは、自
社以外のメーカの装置によっても当該データに係る計測の結果を判別することができる。
【０００６】
　ところで、ＤＩＣＯＭ－ＳＲ規格では、臨床的な意味付けがない項目を設定することが
できない為、基本計測で得られたデータをＤＩＣＯＭ－ＳＲ規格で出力することができな
い。また、超音波画像は、当該画像の表示からは、当該画像に示されている被検体内の位
置を特定することが難しい。
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【０００７】
　近年、病院内では、超音波画像診断装置で収集された超音波画像や画像上で行われた計
測結果は、ＤＩＣＯＭ－ＳＲ規格でレポートサーバに送信されて保管され、必要に応じて
診断に用いられている。また、計測結果については、レポートサーバにＤＩＣＯＭ－ＳＲ
規格で送信し、レポートサーバ上で診断レポートを作成することが多い。
【０００８】
　しかしながら、基本計測で得られたデータは、基本計測値である旨の自社固有識別子と
計測単位とが付加されているのみのデータである。従って、基本計測で得られたデータは
、個々の計測値に臨床的な意味付けが為されるまでは、診断レポートに計測値を反映させ
ることができない。この為、当該画像を用いて再診断する際に、医療担当者の記憶漏れや
担当変更があった場合、適切な再診断を行うことができない。
【０００９】
　上述したように、基本計測は、簡便に測定できるという利点の反面、計測結果を受取っ
た装置で計測結果の臨床的な意味を判別することができず、その計測の臨床的な意味は検
査を行った医療関係者の記憶にのみ依存することになる。
【００１０】
　このような事情から、基本計測で得られたデータに臨床的な意味付けを行う（識別子を
付する）ことが提案されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００６－３２６３１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、特許文献１には、基本計測で得られたデータに対して臨床的な意味付け
を行うための具体的な処理方法については、何ら開示されていない。上述のような事情か
ら、現在、基本計測で得られたデータに対して、簡易な処理で臨床的な意味付けを行い、
応用計測と同様に所定のフォーマット（例えばＤＩＣＯＭ－ＳＲ規格）で出力することを
可能とする技術が望まれている。
【００１３】
　本発明は前記の事情に鑑みて為されたものであり、基本計測によって取得したデータに
対して、簡易な処理で、医用通信規格（例えばＤＩＣＯＭ－ＳＲ規格）に則って識別子を
付加する（臨床的に意味付けする）ことができる超音波診断装置及び画像処理装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　一実施形態に係る超音波診断装置は、
　被検体内部の情報を示す超音波画像を収集する画像収集部と、
　前記超音波画像を表示する表示部と、
　前記表示部に表示された超音波画像において基本計測を実施する基本計測部と、
　前記基本計測の計測結果に対して、その臨床的意味に基づいて、所定の医用通信規格に
則って識別子を付加する為の識別子付加処理部と、
　を具備することを特徴とする。
【００１５】
　一実施形態に係る画像処理装置は、
　被検体内部の情報を示す超音波画像において基本計測を実施する基本計測部と、
　前記基本計測の計測結果に対して、その臨床的意味に基づいて、所定の医用通信規格に
則って識別子を付加する為の識別子付加処理部と、
　を具備することを特徴とする。
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【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、本発明の第１実施形態に係る超音波診断装置のシステム構成図である。
【図２】図２は、本発明の第１実施形態に係る超音波診断装置が実行する基本計測処理の
フローチャートを示す図である。
【図３】図３は、心臓拡張末期の4チャンバー画像の一例を示す図である。
【図４】図４は、識別子付加処理ウインドウの一表示例を示す図である。
【図５】図５は、計測部位設定ウインドウ及び計測項目設定ウインドウのプルダウンメニ
ューとして表示されるメニュー項目の一例を示す図である。
【図６】図６は、本発明の第２実施形態に係る超音波診断装置が実行する基本計測処理の
フローチャートを示す図である。
【図７】図７は、パターンマッチング技術による計測部位の推測処理の一例を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態に係る超音波診断装置及び画像処理装置につい
て説明する。
【００１８】
［第１実施形態］
　図１は、本発明の第１実施形態に係る超音波診断装置のシステム構成図である。同図に
示すように、超音波診断装置１００は、超音波診断装置本体部１０と、操作入力部２０と
、観測部位に超音波をあて、そのエコーを受信する超音波プローブ３０と、超音波診断装
置本体部１０から出力される超音波診断画像を表示するモニタ４０と、を具備する。
【００１９】
　前記超音波診断装置本体部１０は、ＣＰＵ１１と、システム制御部１２と、計測処理部
１３と、メモリ部１４と、送信部１５と、受信部１６と、信号処理部１７と、表示画像処
理部１８と、を有する。
【００２０】
　前記ＣＰＵ１１は、当該超音波診断装置１００全体を統括的に制御する
　前記システム制御部１２は、ＣＰＵ１１により制御され、主に当該超音波診断装置本体
部１０のハード機能を制御する。
【００２１】
　前記計測処理部１３は、収集された超音波診断画像から種々の計測を行う。すなわち、
この計測処理部１３は、超音波診断画像において基本計測を実施する基本計測部としても
機能する。
【００２２】
　前記メモリ部１４は、制御処理のプログラムや計測処理結果を記録保存する。
【００２３】
　前記送信部１５及び前記受信部１６は、システム制御部１２が制御する超音波信号の送
受信を行う。
【００２４】
　前記信号処理部１７は、受信信号の増幅やスキャン方式に対応して信号を処理し超音波
診断画像を構成する。すなわち、この信号処理部１７は、送信部１５及び受信部１６と共
に、被検体内部の情報を示す超音波診断画像を収集する画像収集部として機能する。
【００２５】
　前記表示画像処理部１８は、信号処理部１７で得られた超音波診断画像の表示画像と、
計測処理部１３で得られた画像計測結果と、を合成して前記モニタ４０に出力する。
【００２６】
　前記操作入力部２０は、例えばマウスやトラックボール等のポインティングデバイス、
キーボード、及びＴＣＳ（タッチコマンドスイッチ）等を含むコンソールパネルを有する
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。
【００２７】
　超音波プローブ３０は、システム制御部１２によって制御された送信部１５からの駆動
信号に基づいて、被検体との間で照射・反射される超音波信号の送受波を担うデバイス（
探触子）であり、電気／機械可逆的変換素子としての圧電セラミック等の圧電素子で形成
されている。超音波プローブ３０は、供給されるパルス駆動電圧を超音波パルス信号に変
換して被検体のスキャン領域内の所望方向に送信し、且つ被検体から反射してきた超音波
信号をこれに対応する電圧のエコー信号に変換する。
【００２８】
　図２は、本発明の第１実施形態に係る超音波診断装置が実行する基本計測処理のフロー
チャートを示す図である。
【００２９】
　まず、ユーザは、モニタ４０の表示を参照して操作入力部２０を操作し、超音波診断装
置１００に被検者の患者ＩＤを入力し、観測したい部位に対しボディマークと呼ばれる部
位を選択する。超音波診断装置１００により、その部位の診断目的に適切な画像モード、
例えば、Ｂ画像モード（断層画像モード）、Ｍ画像モード（移動距離を表示する画像モー
ド）、或いはＤ画像モード（ドプラモード）や輝度、コントラストおよび分解能などの画
質設定、さらに後述する計測モードおよび計測項目などが自動で設定される。
【００３０】
　続いて、ユーザは、超音波診断画像を取得するために超音波プローブ３０を被験者の測
定部位にあてて超音波画像の収集を開始する。超音波診断装置１００から、モニタ４０上
に超音波診断画像が表示される。本例では、図３に示すような心臓拡張末期の4チャンバ
ー画像（左心室後壁厚、左心室内径、心室中隔厚、及び右心室内径を示す画像）を収集す
ることを想定する。
【００３１】
　観測部位の計測を実施するのに充分な画像（本例では、図３に示す超音波画像）がモニ
タ４０に表示されると、ユーザは、観測部位の“基本計測”を実行する（ステップＳ１）
。
【００３２】
　このステップＳ１における基本計測の実行は、超音波診断装置１００の操作入力部２０
を構成するキーボード、ＴＣＳ、マウス、又はトラックボール等のポインティングデバイ
スを使用して、基本計測を実行する為の操作を行うことで開始される。ＣＰＵ１１は、こ
の操作に応じた計測サブプログラムを選択して動作する。
【００３３】
　ここで、ユーザが、基本計測結果に対して臨床的な意味付け（識別子の付加）を行う為
の“識別子付加処理ウインドウＷ”を表示させる操作を、操作入力部２０によって行う（
ステップＳ２）。すなわち、ステップＳ２の操作をユーザが行わない場合には、通常の基
本計測が行われる。
【００３４】
　前記ステップＳ２の操作に応じて、ＣＰＵ１１は、基本計測結果に対して臨床的な意味
付けを行う（識別子を付加する）処理を行う為の“識別子付加処理ウインドウＷ”を、図
４に示すように当該超音波画像と共に（例えば重畳して）モニタ４０に表示させる。本例
では、図４に示すように領域Ａ１における距離ｃを計測するとする。
【００３５】
　前記識別子付加処理ウインドウＷは、基本計測の実行対象部位（以降、“計測部位”と
略称する）を設定する為の“計測部位設定部ｗ１”と、計測する項目（以降、“計測項目
”と略称する）を設定する為の“計測項目設定部ｗ２”と、を備える。
【００３６】
　前記計測部位設定部ｗ１は、基本計測において実施され得る計測部位が複数のメニュー
項目として設定されたプルダウンメニュー形式の操作ウインドウである（詳細は図５を参



(7) JP 2014-64708 A 2014.4.17

10

20

30

40

50

照して後述する）。ユーザは、操作入力部２０を用いて、計測部位設定部ｗ１のプルダウ
ンメニューのメニュー項目中から、当該基本計測における計測部位を選択する（ステップ
Ｓ３）。
【００３７】
　なお、超音波画像診断装置では、検査開始時に計測部位について、例えば“腹部”や“
成人心臓”等の大まかな部位指定（以降、“検査開始初期設定”と称する）を行うことが
一般的である。従って、例えば“循環器系”との検査開始初期設定が為された場合には、
ＣＰＵ１１は、計測部位設定部ｗ１のメニュー項目を予め循環器系の計測部位に絞り込ん
で提示するようにしてもよい。
【００３８】
　前記計測項目設定部ｗ２は、基本計測において実施され得る計測項目が複数のメニュー
項目として設定されたプルダウンメニュー形式の操作ウインドウである（詳細は図５を参
照して後述する）。ユーザは、操作入力部２０を用いて、計測項目設定部ｗ２のプルダウ
ンメニューのメニュー項目中から、当該基本計測における計測項目を選択する（ステップ
Ｓ４）。
【００３９】
　ここで、計測項目設定部ｗ２のプルダウンメニューとして表示されるメニュー項目は、
計測部位設定部ｗ１にて選択された計測部位に対応する計測項目のみである。換言すれば
、ＣＰＵ１１は、計測部位設定部ｗ１にて選択された計測部位に係る計測項目のみを、計
測項目設定部ｗ２のプルダウンメニューのメニュー項目として表示させる。
【００４０】
　図５は、計測部位設定部ｗ１及び計測項目設定部ｗ２のプルダウンメニューとして表示
されるメニュー項目の一例を示す図である。本例では、図４に示すように心臓拡張末期の
領域Ａ１における距離ｃの基本計測である為、ユーザは、計測部位として領域Ａ１に対応
する“左心室”を選択し、計測項目としては左心室に対応するメニュー項目中から距離ｃ
に対応する“左心室拡張末期内径”を選択する。
【００４１】
　そして、ユーザは、操作入力部２０を用いて、当該基本計測の計測結果を保存する操作
を行う。この操作に応じて、ＣＰＵ１１は、ステップＳ３で選択された計測部位及びステ
ップＳ４で選択された計測項目に応じた識別子を当該計測結果に付して、ＤＩＣＯＭ－Ｓ
Ｒ規格でメモリ部１４に記憶させる（ステップＳ５）。すなわち、ステップＳ５において
は、ＣＰＵ１１は、基本計測の計測結果に対して、その臨床的意味に基づいて、所定の医
用通信規格に則って識別子を付加する為の識別子付加処理部として機能する。
【００４２】
　なお、このステップＳ５においては、ＣＰＵ１１は、識別子を付した計測結果を、当該
超音波診断装置に接続された所定のレポートサーバに送信してもよい。
【００４３】
　以上説明したように、本第１実施形態によれば、基本計測によって取得したデータに対
して、簡易な処理で、医用通信規格（例えばＤＩＣＯＭ－ＳＲ規格）に則って識別子を付
加する（臨床的に意味付けする）ことができる超音波診断装置及び画像処理装置を提供す
ることができる。
【００４４】
　すなわち、本第１実施形態に係る超音波診断装置及び画像処理装置によれば、ユーザは
、“識別子付加処理ウインドウＷ”上で、非常に簡易な処理を行うだけで、基本計測結果
に対して臨床的な意味付け（識別子の付加）を行うことができ、応用計測と同様に、ＤＩ
ＣＯＭ－ＳＲ規格で当該計測結果を保存することができる。
【００４５】
　具体的には、当該基本計測に係る計測部位及び計測項目を、“計測部位設定部ｗ１”及
び“計測項目設定部ｗ２”のプルダウンメニューのメニュー項目中から選択操作するだけ
で、基本計測結果に対してＤＩＣＯＭ－ＳＲ規格に則って識別子を付加することができる
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。
【００４６】
　さらには、計測項目設定部ｗ２のプルダウンメニューとして表示される計測項目は、計
測部位設定部ｗ１にて選択された計測部位に対応する計測項目のみに予め絞られてユーザ
に提示される為、計測項目の選択も非常に効率良くすることができる。
【００４７】
　なお、“計測部位設定部ｗ１”及び“計測項目設定部ｗ２”のプルダウンメニューのメ
ニュー項目については、その表示順序を、検査開始時のユーザによる大まかな部位指定等
に応じて変更してもよい。例えば、推測確立が高い順に、メニュー項目を上から表示して
いってもよい。
【００４８】
［第２実施形態］
　以下、本発明の第２実施形態に係る超音波診断装置及び画像処理装置について説明する
。説明の重複を避ける為、第１実施形態に係る超音波診断装置及び画像処理装置との相違
点を説明する。
【００４９】
　上述した第１実施形態においては、ユーザが、識別子付加処理ウインドウＷにおける計
測部位設定部ｗ１及び計測項目設定部ｗ２のプルダウンメニューのメニュー項目中からの
選択操作で、計測部位及び計測項目について臨床的な意味付け（識別子の付加）処理を行
っている。本第２実施形態においては、計測部位及び計測項目について臨床的に意味付け
（識別子を付加）する処理を、パターンマッチング技術を利用して自動化する。
【００５０】
　図６は、本発明の第２実施形態に係る超音波診断装置が実行する基本計測処理のフロー
チャートを示す図である。
【００５１】
　まず、第１実施形態と同様に、ユーザが観測部位の“基本計測”を実行する（ステップ
Ｓ１）。
【００５２】
　続いて、ユーザは、操作入力部２０を用いて、基本計測結果に対して臨床的な意味付け
（識別子の付加）処理を開始させる操作を行う（ステップＳ１２）。この操作に応じて、
ＣＰＵ１１は、パターンマッチング技術によって、当該超音波画像の計測部位を推測する
（ステップＳ１３）。以下、このパターンマッチング技術による計測部位の推測処理につ
いて具体的に説明する。
【００５３】
　図７は、パターンマッチング技術による計測部位の推測処理の一例を示す図である。同
図に示す例は、第１実施形態で説明した図３に示す例と同様、心臓拡張末期の４チャンバ
ー画像（左心室後壁厚、左心室内径、心室中隔厚、及び右心室内径を示す画像）を処理す
る例である。
【００５４】
　具体的には、ＣＰＵ１１は、黒抜けした領域を、その“位置”と“大きさ（の比率）”
とに基づいて推測する。図７に示す例では、ＣＰＵ１１は、領域Ａ１を左心室、領域Ａ２
を左心房、領域Ａ３を右心室、領域Ａ４を大動脈と推測する。そして、距離ｃについては
、左心室と推測した領域Ａ１内の距離であることから、“左心室内径”と推測する。
【００５５】
　なお、領域Ａ１を左心室と推測し、且つ、領域Ａ２を左心房と推測した時点で、領域Ａ
１と領域Ａ２との間に存在する領域Ｖ１は僧帽弁であると推測できる。同様に、領域Ａ１
を左心室と推測し、且つ、領域Ａ４を大動脈と推測した時点で、領域Ａ１と領域Ａ４との
間に存在する領域Ｖ２は大動脈弁であると推測できる。従って、距離ｃについては、僧帽
弁と大動脈弁との位置関係からも、“左心室内径”であると推測することができる。
【００５６】
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　ＣＰＵ１１は、上述した例のようにパターンマッチング技術によって計測部位及び計測
項目を推測した結果を、モニタ４０に表示する等によってユーザに報知する。ユーザは、
モニタ４０を観ることによって当該推測結果を確認し、操作入力部２０を用いて当該推測
結果を確定させるか否かを決定する（ステップＳ１４）。
【００５７】
　ここで、ユーザによって当該推測結果の確定操作が為されると（ステップＳ１４をＹＥ
Ｓに分岐すると）、ＣＰＵ１１は、当該推測結果が示す計測部位及び計測項目に応じた識
別子を計測結果に付して、ＤＩＣＯＭ－ＳＲ規格でメモリ部１４に記憶させる（ステップ
Ｓ１５）。なお、このステップＳ１５においては、ＣＰＵ１１は、識別子を付した計測結
果を所定のレポートサーバに送信してもよい。
【００５８】
　ところで、ユーザによって当該推測結果を確定させない操作が為された場合（ステップ
Ｓ１４をＮＯに分岐した場合）、ステップＳ１３へ移行し、ＣＰＵ１１は、再び、パター
ンマッチング技術によって、当該超音波画像の計測部位を推測する。
【００５９】
　以上説明したように、本第２実施形態によれば、基本計測によって取得したデータに対
して、非常に簡易な処理で、医用通信規格（例えばＤＩＣＯＭ－ＳＲ規格）に則って識別
子を付加する（臨床的に意味付けする）ことができる超音波診断装置及び画像処理装置を
提供することができる。
【００６０】
　すなわち、本第２実施形態に係る超音波診断装置及び画像処理装置によれば、基本計測
によって取得したデータに対して、自動的に計測部位及び計測項目が推測され、該推測結
果に基づいてＤＩＣＯＭ－ＳＲ規格に則って識別子が付加される。
【００６１】
　従って、ユーザが計測部位及び計測項目を設定する手間を省くことができる。さらに、
推測結果の妥当性をユーザが確認できる為、自動推測でありながらも、最終的な推測精度
をユーザが所望する水準に保つことができる。つまり、ユーザは、簡便な操作の基本計測
を行いながら、必要とする計測結果については臨床的な意味付けをも行え、応用計測で得
たデータと同様、他社製のレポートサーバでも当該計測結果を判別することができ、また
、臨床レポートを作成することもできる。
【００６２】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００６３】
　　１０…超音波診断装置本体部、　１１…ＣＰＵ、　１２…システム制御部、　１３…
計測処理部、　１４…メモリ部、　１５…送信部、　１６…受信部、　１７…信号処理部
、　１８…表示画像処理部、　２０…操作入力部、　３０…超音波プローブ、　４０…モ
ニタ、　１００…超音波診断装置。
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